








A Study on a Learning System Using Non-verbal Information 



























































































































































































































なコンピュータとなっている（総務省 2012,Impress R & D,2013）。テ
クノロジーの発達はモバイルラーニングをよりインターラクティブに、コ







































分析を行うとF（1, 81）= 1.88, p = .173で有意差は認められなかった。次に、








英語力の及ぼした主効果は、F（1,55）= .476, p < .05であった。実験群の平










散分析の結果は、F（1, 76）= 15.56、p < .001で、実験群は（M = 8.02, SD 
= 2.31）で、統制群（M = 5.66, SD = 2.91）であった。第３回の英単語テ
ストの一要因分散分析の結果は、F（1, 76）= 15.56, p < .001であった。実験








































　学習者特性としての英語力は、英語標準テストの結果、F（1, 50）= .26, p 
=.61で、統計的な有意差はなかったので、二群の英語力は、同質もしくは















行った。その結果、F（1, 53）= .80, p = .37で、二群に統計的な有意差はな
いことがわかった。統制群の平均点が（M = 9.50, SD = 3.17）で、実験群（M 

















































































































群 男性 女性 被験者数 目的























































































































被験者 暗記指示単語 暗記選択単語 その他
aa 2 5 1
bb 5 5 0
cc 4 4 1
ee 5 5 2
ff 2 5 2
jj 2 2 2
kk 4 5 5
ll 5 5 5
nn 3 4 4
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